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市役所へは
公共交通機関で
市役所本庁舎前駐車場（第１
駐車場）は、市県民税の申告
などで、混雑します。市役所に
お越しの際は、公共交通機関
のご利用をお願いします。また、
車の場合は、なるべく第２・第３
駐車場および臨時駐車場をご
利用ください。　  　（管財課）

　傍聴を希望する方は、日程などをお問い合わせのうえ、
市役所６階の傍聴受け付けまでお越しください。委員会
の会議も７人まで傍聴できます。また、インターネットで本
会議の生中継と録画放送もご覧いただけますので、併せ
てご利用ください。　　　　　　　　  （議会事務局）

２月市議会定例会を開会中

寺
市役所

←市川 国道14号 船橋→

第3駐車場第1駐車場

臨時駐車場 第2駐車場

新年度の重点施策
１. 安心なまちづくり

●保育園整備と私立幼稚園の預かり保育の推進
●これまでの0歳児から小学校6年生までの子ども医療費助成対
象年齢を、中学校3年生まで拡大

●学校給食の食材（米・パン・油等）を現物給付することで、給食費
の値上げを抑え、安全でおいしい給食を実施

●小・中学校6校で耐震補強改修工事を実施

２. 快適なまちづくり
●主要な道路や駅前広場などのガーデニングや、コンテストの実
施などにより「ガーデニング・シティ いちかわ」を市民との協働に
より推進

●都市計画道路３・４・18号は、京成本線直下横断部と遮音壁基
礎等の工事を実施

●京成本線立体化については、街づくりの観点から引き続き検討
●狭あい道路については、「まごころ道路＊」と建築基準法に基づ
くセットバック部分の整備を促進

＊まごころ道路　車や自転車、歩行者などが、狭あい道路を利用
されるときに、思いやりや、まごころを持ってすれ違うことができる
退避ゾーンを設けた道路

３. 活力のあるまちづくり
●行政、事業者、経済団体、市民が一体となって産業を振興してい
くための基本事項を定める「市川市産業振興基本条例」を制定

●地域経済の活性化を図るため、総額５億５千万円（プレミアム
10％付）商品券発行を支援

●中小企業の振興を図るため、さらに利用しやすい融資制度への
見直し

●近年の猛暑対策としての灌
かんがい

漑用設備の設置を補助するととも
に、農産物直売所の設置を支援

●本八幡駅北口Ａ地区市街地再開発事業の着実な推進を支援

◆ 行財政改革の推進により、行政の効率化を進めます。
◆ 情報収集を行い、真に市民が望んでいることを見極めます。
◆ 限りある予算と財産を市民の目線で配分します。

市 政 運 営 の 基 本 方 針
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施政方針
　市議会定例会初日（２月14日）、大久保博市長は、
平成23年度市政運営に臨むに当たり、市政運営の基
本方針、３つの重点施策と５つの基本目標に沿った主
要施策で構成した施政方針を明らかにしました。その
概要を紹介します。
★全文は市政情報センターや市のホームページでご覧になれます。▲施政方針演説を行う大久保博市長
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　平成23年度の当初予算は一般会
計、特別会計、公営企業会計の合計
が2,093億6,300万円となり、前年度
当初対比で5.1％の増。うち一般会計
では1,326億円、前年度当初対比で
4.6％の増となっています。（財政課）

新年度の予算総額
2,094億円
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　新年度は、平成23年度から32年度までの10年間を計画
期間とした新しい基本計画と、それを支える３年間の実施計
画の初年度に当たります。新たな基本計画は、「安心で快適
な活力のあるまち」に向けて、施策を展開します。


